
(57)【要約】

【課題】レシーバユニットの音圧特性の平坦化と、レシ

ーバユニットを取り付けたハンドセットの小形化とを図

ることのできるキャビティ構造を提供する。

【解決手段】レシーバ本体１の背部又は前部、あるいは

前部と背部とにキャビティ２２，２６を付加することに

よって、レシーバ本体１の音圧特性を平坦化する。キャ

ビティ２２，２６にヘルムホルツ型共鳴構造６，７を具

備させることが望ましい。キャビティ２２が、外部空間

に音響的に連通するリーク路２３を備える。キャビティ

２２を、レシーバ本体１を収容した筐体２の内部空間に

よって形成する。筐体壁にリーク路２３を形成する通孔

２４を設ける。外部空間として、携帯型情報端末機器の

ハンドセット５の内部空間５３を利用する。筐体２に取

付片２５を設けてもよい。筐体２を電気絶縁体ホルダに

収容してもよい。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
レ シ ー バ 本 体 の 背 部 に キ ャ ビ テ ィ を 付 加 す る こ と に よ っ て 、 レ シ ー バ 本 体 の 音 圧 特 性 を 平
坦 化 し て あ る こ と を 特 徴 と す る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
レ シ ー バ 本 体 の 前 部 に キ ャ ビ テ ィ を 付 加 す る こ と に よ っ て 、 レ シ ー バ 本 体 の 音 圧 特 性 を 平
坦 化 し て あ る こ と を 特 徴 と す る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
レ シ ー バ 本 体 の 前 部 と 背 部 と の 両 方 に キ ャ ビ テ ィ を 付 加 す る こ と に よ っ て 、 レ シ ー バ 本 体
の 音 圧 特 性 を 平 坦 化 し て あ る こ と を 特 徴 と す る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 キ ャ ビ テ ィ が 、 レ シ ー バ 本 体 を 収 容 す る 筐 体 の 内 部 空 間 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 請 求
項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 キ ャ ビ テ ィ が 、 レ シ ー バ 本 体 を 収 容 す る 筐 体 の 内 部 空 間 に よ っ て 形 成 さ れ 、 筐 体 壁 に
上 記 リ ー ク 路 を 形 成 す る 通 孔 が 備 わ っ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 キ ャ ビ テ ィ に 共 鳴 構 造 が 付 加 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記
載 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 共 鳴 構 造 が 、 上 記 キ ャ ビ テ ィ に 隔 壁 を 介 し て 区 画 形 成 さ れ た 中 空 室 と 上 記 隔 壁 に 開 設
さ れ て 上 記 キ ャ ビ テ ィ と 上 記 中 空 室 と を 音 響 結 合 さ せ る 通 孔 と を 備 え て い る 請 求 項 ４ な い
し 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
上 記 音 圧 特 性 が リ ー ク 型 人 工 耳 に よ る 評 価 に 基 づ い て い る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ７ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
上 記 キ ャ ビ テ ィ が 、 外 部 空 間 に 音 響 的 に 連 通 す る リ ー ク 路 を 備 え て い る 請 求 項 １ な い し 請
求 項 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
上 記 外 部 空 間 が 、 携 帯 型 情 報 端 末 機 器 の ハ ン ド セ ッ ト の 内 部 空 間 で あ る 請 求 項 ９ に 記 載 し
た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
上 記 筐 体 を 携 帯 型 情 報 端 末 機 器 の ハ ン ド セ ッ ト に 取 り 付 け る た め の 取 付 片 が 、 そ の 筐 体 と
共 に 一 体 成 形 さ れ て い る 請 求 項 ４ な い し 請 求 項 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 し た レ シ ー バ ユ
ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
上 記 筐 体 が 、 レ シ ー バ 本 体 に 具 備 さ れ た 音 孔 形 成 領 域 を 開 放 す る 開 口 を 備 え た 電 気 絶 縁 体
ホ ル ダ に 収 容 さ れ 、 そ の ホ ル ダ を 上 記 通 孔 が 貫 通 し て い る 請 求 項 ４ な い し 請 求 項 ６ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 、 特 に 、 音 圧 特 性 を 平 坦 化 す る た め の 対 策 が レ シ ー バ ユ ニ ッ
ト 単 体 に 対 し て 講 じ ら れ て い る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ７ は 従 来 例 の 説 明 図 で あ り 、 １ は レ シ ー バ 本 体 、 ５ は 携 帯 電 話 機 な ど の よ う な 携 帯 型 情
報 端 末 機 器 の ハ ン ド セ ッ ト で あ り 、 レ シ ー バ 本 体 １ は ハ ン ド セ ッ ト １ の 位 置 決 め 用 ボ ス ５
１ に 嵌 合 状 に 取 り 付 け ら れ て い て 、 レ シ ー バ 本 体 １ の 前 側 に 備 わ っ て い る 音 孔 （ 不 図 示 ）
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が ハ ン ド セ ッ ト ５ の 音 孔 ５ ２ に 臨 ん で い る の に 対 し 、 レ シ ー バ 本 体 １ の 背 方 部 位 に ハ ン ド
セ ッ ト ５ の 内 部 空 間 ５ ３ で あ る 大 容 積 の キ ャ ビ テ ィ が 位 置 し て い て 、 携 帯 電 話 機 の ハ ン ド
セ ッ ト ５ で は 、 そ の 内 部 空 間 ５ ３ で あ る キ ャ ビ テ ィ の 容 積 が た と え ば １ ０ ｃ ｃ 程 度 に 定 め
ら れ て い る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 携 帯 型 情 報 端 末 機 器 の ハ ン ド セ ッ ト ５ に 取 付 け ら れ る レ シ ー バ 本 体 １ で は 、 ハ
ン ド セ ッ ト ５ に 取 り 付 け た 状 態 で の 音 圧 特 性 （ 音 圧 周 波 数 特 性 ） を リ ー ク 型 人 工 耳 を 使 っ
て 評 価 す る こ と が 多 い 。 そ の 場 合 、 平 坦 な 音 圧 特 性 を 得 る に は 、 レ シ ー バ 本 体 １ の 背 方 部
位 に 適 切 な リ ー ク 孔 を 持 つ キ ャ ビ テ ィ 構 造 を 採 用 し て お く 必 要 が あ り 、 図 ７ に 示 し た 構 造
も そ の １ つ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 先 行 例 と し て 掲 げ た 特 許 文 献 １ に は 、 レ シ ー バ 本 体 に ダ イ ナ ミ ッ ク 型 レ シ ー バ （ 導
電 型 レ シ ー バ ） を 用 い た キ ャ ビ テ ィ 構 造 が 示 さ れ 、 他 の 先 行 例 と し て 掲 げ た 特 許 文 献 ２ に
は 、 レ シ ー バ 本 体 に 圧 電 型 レ シ ー バ を 用 い た キ ャ ビ テ ィ 構 造 が 示 さ れ 、 さ ら に 他 の 先 行 例
と し て 掲 げ た 特 許 文 献 ３ に も キ ャ ビ テ ィ 構 造 が 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 各 先 行 例 に 示 さ れ
て い る キ ャ ビ テ ィ 構 造 は 、 い ず れ も 、 図 ４ で 説 明 し た も の と 同 様 に 、 ハ ン ド セ ッ ト の 内 部
空 間 を キ ャ ビ テ ィ と し て 利 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
さ ら に 他 の 先 行 例 と し て 掲 げ た 特 許 文 献 ４ に は 、 ス ピ ー カ ・ ア セ ン ブ リ 付 き 携 帯 電 子 装 置
に お い て 、 ス ピ ー カ の 表 側 と 裏 側 と に ス ペ ー ス を 作 り 、 そ れ ら の 表 と 裏 の ス ペ ー ス を 第 ３
の ス ペ ー ス に 音 響 結 合 す る こ と が 示 さ れ 、 さ ら に 他 の 先 行 例 と し て 掲 げ た 特 許 文 献 ５ に は
、 携 帯 型 情 報 端 末 機 器 の 筐 体 （ ハ ン ド セ ッ ト ） の 前 壁 と 後 壁 と の 間 に 円 筒 形 シ リ ン ダ を 配
備 し 、 そ の 円 筒 形 シ リ ン ダ の 中 に 、 電 気 音 響 変 換 器 を 装 着 し た パ ー テ ー シ ョ ン を 配 備 し て
そ の 電 気 音 響 変 換 器 の 前 方 と 背 方 と に 室 （ キ ャ ビ テ ィ ） を 形 成 す る こ と が 記 載 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ し て 、 図 ７ や 上 掲 の 各 先 行 例 に 見 ら れ る よ う に 、 従 来 は 、 音 圧 特 性 を 改 善 す る た め の キ
ャ ビ テ ィ 構 造 を 、 ハ ン ド セ ッ ト ５ の 内 部 空 間 ５ ３ を 大 容 積 の キ ャ ビ テ ィ と し て 使 用 す る こ
と に よ り 具 備 さ せ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ １ － １ ３ ９ １ ８ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ２ ９ ４ ３ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 １ １ － ２ ６ ６ ４ ８ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ４ ９ ９ ２ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】
特 許 第 ３ ２ ４ ３ ６ １ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 図 ７ の 従 来 例 や 先 行 例 の よ う に 、 キ ャ ビ テ ィ 構 造 を 、 レ シ ー バ 本 体 を 取 り
付 け る ハ ン ド セ ッ ト の 内 部 空 間 を 使 用 し て 具 備 さ せ よ う と す る と 、 レ シ ー バ 本 体 を 組 み 合
わ せ る ハ ン ド セ ッ ト の 形 状 な い し 構 造 の 設 計 を 、 レ シ ー バ 本 体 の 仕 様 ご と に 適 切 に 行 う 必
要 が あ り 、 ま た 、 外 観 が 同 一 形 状 の ハ ン ド セ ッ ト を 用 い る 場 合 で あ っ て も 、 レ シ ー バ 本 体
の 仕 様 ご と に そ の 仕 様 に 適 し た キ ャ ビ テ ィ 構 造 を 持 つ よ う に そ の 内 部 構 造 を 設 計 変 更 す る
必 要 が あ っ た た め 、 極 め て 煩 わ し い 作 業 を 余 儀 な く さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 従 来 例 や 先 行 例 に 見 ら れ る キ ャ ビ テ ィ 構 造 を 採 用 し た と し て も 、 リ ー ク 形 の 人 工 耳
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で 測 定 し た レ シ ー バ の 音 圧 特 性 に は 周 波 数 に よ っ て ピ ッ ク や デ ィ ッ プ が 存 在 し 、 平 坦 な 音
圧 特 性 を 得 る の は 困 難 で あ っ て 、 特 に 、 キ ャ ビ テ ィ と し て 機 能 す る ハ ン ド セ ッ ト の 内 部 空
間 が 小 さ い 場 合 に 平 坦 な 音 圧 特 性 を 得 る こ と が 困 難 で あ っ た 。 そ の た め 、 従 来 で は 、 レ シ
ー バ 本 体 １ の 背 方 部 位 の ハ ン ド セ ッ ト 側 の の 内 部 空 間 ５ ３ に 大 容 積 を 付 与 し て お か な け れ
ば 平 坦 な 音 圧 特 性 を 得 る こ と が で き ず 、 キ ャ ビ テ ィ 構 造 が ハ ン ド セ ッ ト の 小 形 化 を 妨 げ る
要 因 の １ つ に な っ て い た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 以 上 の 状 況 の 下 で な さ れ た も の で あ り 、 そ れ 自 体 が 、 音 圧 特 性 を 平 坦 化 す る た
め の キ ャ ビ テ ィ 構 造 を 備 え た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 ハ ン ド セ ッ ト な ど の 機 器 側 の 内 部 空 間 を 、 レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 自 体 に 備 わ
っ て い る キ ャ ビ テ ィ に 音 響 結 合 さ せ て 音 圧 特 性 を 改 善 す る こ と の で き る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 レ シ ー バ 本 体 の 仕 様 を 変 更 し て も ハ ン ド セ ッ ト な ど の 機 器 を 設 計 変 更
す る 必 要 が な く な る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 ハ ン ド セ ッ ト な ど の 機 器 側 に 取 り 付 け た 場 合 に 、 そ の 取 付 け の た め の
占 有 容 積 が 小 さ く て 済 み 、 そ れ に よ っ て ハ ン ド セ ッ ト な ど の 機 器 の 小 形 化 を 達 成 し や す く
な る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 ハ ン ド セ ッ ト な ど の 機 器 に 対 す る 取 付 箇 所 の 選 択 自 由 度 に 優 れ 、 し か
も 、 機 器 側 の 内 部 空 間 に 、 レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 自 体 に 備 わ っ て い る キ ャ ビ テ ィ を 音 響 結 合 さ
せ て 音 圧 特 性 を 改 善 す る こ と の で き る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 レ シ ー バ 本 体 の 背 部 に 付 加 し た キ ャ ビ テ ィ 内 に 共 鳴 構 造 を 作 る こ と に
よ っ て 、 そ の 共 鳴 周 波 数 近 傍 に ピ ー ク を 持 つ 音 圧 特 性 を 得 る こ と の で き る レ シ ー バ ユ ニ ッ
ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 レ シ ー バ 本 体 の 前 部 に 付 加 し た キ ャ ビ テ ィ 内 に 共 鳴 構 造 を 作 る こ と に
よ っ て 、 そ の 共 鳴 周 波 数 近 傍 に デ ィ ッ プ を 持 つ 音 圧 特 性 を 得 る こ と の で き る レ シ ー バ ユ ニ
ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 上 記 共 鳴 構 造 を 利 用 し て 平 坦 な 周 波 数 特 性 を 得 る こ と の で き る レ シ ー
バ ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 共 鳴 構 造 の 共 振 周 波 数 の 設 計 自 由 度 に 優 れ た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に 係 る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト は 、 レ シ ー バ 本 体 の 背 部 に キ ャ ビ テ ィ を 付 加 す る こ と に よ
っ て 、 レ シ ー バ 本 体 の 音 圧 特 性 を 平 坦 化 し て あ る 、 と い う も の で あ る 。 こ こ で 、 「 レ シ ー
バ 本 体 の 背 部 に キ ャ ビ テ ィ を 付 加 す る 」 と い う 意 味 は 、 レ シ ー バ 本 体 自 体 が そ の 背 部 に キ
ャ ビ テ ィ を 備 え て い る と い う 意 味 で あ り 、 ハ ン ド セ ッ ト の 内 部 空 間 が レ シ ー バ 本 体 の 背 面
に 接 し て い る よ う な も の を 除 外 す る 趣 旨 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 レ シ ー バ 本 体 の 前 部 に キ ャ ビ テ ィ を 付 加 す る こ と に よ っ て 、 レ シ ー バ 本
体 の 音 圧 特 性 を 平 坦 化 し た も の で あ っ て も よ い 。 こ こ で 、 「 レ シ ー バ 本 体 の 前 部 に キ ャ ビ
テ ィ を 付 加 す る 」 と い う 意 味 は 、 レ シ ー バ 本 体 自 体 が そ の 前 部 に キ ャ ビ テ ィ を 備 え て い る
と い う 意 味 で あ り 、 ハ ン ド セ ッ ト の 内 部 空 間 が レ シ ー バ 本 体 の 全 面 に 接 し て い る よ う な も
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の を 除 外 す る 趣 旨 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 レ シ ー バ 本 体 の 前 部 と 背 部 と の 両 方 に キ ャ ビ テ ィ を 付 加 す る こ と に よ
っ て 、 レ シ ー バ 本 体 の 音 圧 特 性 を 平 坦 化 し た も の で あ っ て も よ い 。
本 発 明 で は 、 上 記 キ ャ ビ テ ィ が 、 レ シ ー バ 本 体 を 収 容 す る 筐 体 の 内 部 空 間 に よ っ て 形 成 さ
れ て い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 の 各 発 明 に よ れ ば 、 ハ ン ド セ ッ ト の 内 部 空 間 だ け を キ ャ ビ テ ィ と し て 用 い る キ ャ ビ テ
ィ 構 造 を 採 用 し た 場 合 に 比 べ て 、 キ ャ ビ テ ィ を 小 容 積 に し て も 音 圧 特 性 平 坦 化 が 顕 著 に 達
成 さ れ る 。 こ の 点 は 、 実 施 形 態 の 説 明 に よ っ て さ ら に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 で は 、 上 記 キ ャ ビ テ ィ が 、 レ シ ー バ 本 体 を 収 容 す る 筐 体 の 内 部 空 間 に よ っ て 形 成 さ
れ 、 筐 体 壁 に 上 記 リ ー ク 路 を 形 成 す る 通 孔 が 備 わ っ て い る こ と が 望 ま し く 、 こ れ に よ れ ば
、 既 述 し た よ う に 、 キ ャ ビ テ ィ を 小 容 積 に し て も 音 圧 特 性 平 坦 化 が 顕 著 に 達 成 さ れ る た め
に 筐 体 の 小 形 化 を 図 り や す く な り 、 そ の こ と が 、 ハ ン ド セ ッ ト な ど の 機 器 の 小 形 化 を 図 り
や す く す る こ と に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 で は 、 上 記 キ ャ ビ テ ィ に 共 鳴 構 造 が 付 加 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。 キ ャ ビ テ ィ に
共 鳴 構 造 を 付 加 す る 場 合 、 そ の 共 鳴 構 造 を 、 レ シ ー バ 本 体 の 前 部 の キ ャ ビ テ ィ に 付 加 す る
こ と に よ っ て そ の 共 鳴 周 波 数 近 傍 に デ ィ ッ プ を 持 つ 音 圧 特 性 が 得 ら れ 、 レ シ ー バ 本 体 の 背
部 の キ ャ ビ テ ィ に 付 加 す る こ と に よ っ て そ の 共 鳴 周 波 数 近 傍 に ピ ー ク を 持 つ 音 圧 特 性 が 得
ら れ 、 、 レ シ ー バ 本 体 の 前 部 と 背 部 と の 両 方 の キ ャ ビ テ ィ に 付 加 す る こ と に よ っ て 平 坦 な
周 波 数 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 で は 、 上 記 共 鳴 構 造 が 、 上 記 キ ャ ビ テ ィ に 隔 壁 を 介 し て 区 画 形 成 さ れ た 中 空 室 と 上
記 隔 壁 に 開 設 さ れ て 上 記 キ ャ ビ テ ィ と 上 記 空 間 と を 音 響 結 合 さ せ る 通 孔 と を 備 え て い る こ
と が 望 ま し い 。 こ の 共 鳴 構 造 は ヘ ル ム ホ ル ツ 型 共 鳴 構 造 で あ り 、 こ の ヘ ル ム ホ ル ツ 型 共 鳴
構 造 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 隔 壁 の 通 孔 の 大 き さ や 中 空 室 の 容 積 と の 関 係 か ら 共 振 周 波
数 を 定 め る こ と が で き る よ う に な る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 に お い て 、 上 記 音 圧 特 性 は 、 リ ー ク 型 人 工 耳 に よ る 評 価 に 基 づ い て い る こ と が 望 ま
し い 。 こ れ は 、 冒 頭 で 説 明 し た よ う に 、 音 圧 特 性 を リ ー ク 型 人 工 耳 を 使 っ て 評 価 す る こ と
が 多 い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 で は 、 上 記 キ ャ ビ テ ィ が 、 外 部 空 間 に 音 響 的 に 連 通 す る リ ー ク 路 を 備 え て い る こ と
が 望 ま し く 、 こ れ に よ れ ば 、 当 該 レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を ハ ン ド セ ッ ト な ど の 機 器 に 取 り 付 け
た 場 合 に 、 キ ャ ビ テ ィ と リ ー ク 路 を 介 し て 音 響 結 合 さ れ る 外 部 空 間 と し て そ の 機 器 の 内 部
空 間 を 活 用 す る こ と が で き る よ う に な り 、 そ う す る こ と に よ っ て 音 圧 特 性 の 平 坦 化 が 促 進
さ れ や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 で は 、 上 記 外 部 空 間 が 、 携 帯 型 情 報 端 末 機 器 の ハ ン ド セ ッ ト の 内 部 空 間 で あ る 、 と
い う 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 本 発 明 で は 、 上 記 筐 体 を 携 帯 型 情 報 端 末 機 器 の ハ ン ド セ ッ ト に 取 り 付 け る た め の 取
付 片 が 、 そ の 筐 体 と 共 に 一 体 成 形 さ れ て い る も の で あ っ て も よ く 、 こ れ に よ れ ば 、 取 付 片
を 介 し て 筐 体 を ハ ン ド セ ッ ト に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
さ ら に 、 本 発 明 で は 、 上 記 筐 体 が 、 レ シ ー バ 本 体 に 具 備 さ れ た 音 孔 形 成 領 域 を 開 放 す る 開
口 を 備 え た 電 気 絶 縁 体 ホ ル ダ に 収 容 さ れ 、 そ の ホ ル ダ を 上 記 通 孔 が 貫 通 し て い る も の で あ
っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ （ Ａ ） は 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ を 断 面 図 で 示 し た 説 明 図 、 同 （
Ｂ ） は そ の レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ の 使 用 状 態 を 断 面 図 で 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ は 、 レ シ ー バ 本 体 １ と 、 そ の レ シ ー バ 本 体 １ を 収 容 し た 筐 体 ２ と に よ
っ て 形 成 さ れ て い て 、 レ シ ー バ 本 体 １ の 前 面 外 周 部 が 筐 体 ２ に 備 わ っ て い る 開 口 ２ １ の 口
縁 部 に 重 ね 合 わ さ れ た 状 態 で 、 そ の レ シ ー バ 本 体 １ と 筐 体 ２ と が 結 合 さ れ て い る 。 筐 体 ２
に は 樹 脂 成 形 体 を 好 適 に 用 い 得 る 。 筐 体 ２ の 形 状 は 平 面 視 円 形 で あ っ て も 、 平 面 視 長 円 形
な い て 楕 円 形 で あ っ て も 、 平 面 視 矩 形 そ の 他 の 多 角 形 で あ っ て も よ い 。 レ シ ー バ 本 体 １ の
形 状 に つ い て も 同 様 で あ る 。 因 み に 、 筐 体 ２ を 平 面 視 矩 形 （ す な わ ち 直 方 体 形 状 ） に 形 作
る と 、 そ の 内 容 積 の 大 き さ の 割 り に 高 さ を 低 く 抑 え て 小 形 化 を 図 り や す い と い う 利 点 が あ
る 。 開 口 ２ １ は 、 レ シ ー バ 本 体 １ か ら 出 た 音 を 筐 体 ２ の 外 部 に 出 す 役 割 を 担 っ て い る 。 レ
シ ー バ 本 体 １ の 背 方 部 位 に は 、 筐 体 ２ の 内 部 空 間 に よ っ て 形 成 さ れ た キ ャ ビ テ ィ （ バ ッ ク
キ ャ ビ テ ィ ） ２ ２ が 位 置 し て お り 、 こ の バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ２ ２ が 筐 体 壁 に よ っ て 外 部 空 間
か ら 遮 蔽 さ れ て い る の に 対 し 、 筐 体 壁 に は 、 バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ２ ２ を 外 部 空 間 に 音 響 結 合
さ せ る リ ー ク 路 ２ ３ を 形 成 し て い る 通 孔 ２ ４ が 備 わ っ て い る 。 リ ー ク 路 ２ ３ を 形 成 す る 通
孔 ２ ４ の 形 成 箇 所 は 、 筐 体 壁 の ど の 箇 所 で あ っ て も よ い が 、 好 ま し く は 、 こ の レ シ ー バ ユ
ニ ッ ト Ａ を 取 り 付 け る ハ ン ド セ ッ ト な ど の 携 帯 型 情 報 端 末 機 器 に よ っ て 確 保 さ れ る 内 部 空
間 に 臨 む 箇 所 で あ る 。 な お 、 レ シ ー バ 本 体 １ に は 、 ダ イ ナ ミ ッ ク 型 レ シ ー バ や 圧 電 型 レ シ
ー バ と い っ た 公 知 の タ イ プ の レ シ ー バ を 用 い 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 １ （ Ａ ） で 説 明 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ は 、 た と え ば 、 同 （ Ｂ ） に 示 し た 携 帯 電 話 機 の
ハ ン ド セ ッ ト ５ の 耳 当 て 部 に 取 り 付 け ら れ 、 そ の 取 付 状 態 で は 、 筐 体 ２ の 通 孔 ２ ４ に よ っ
て 形 成 さ れ て い る リ ー ク 孔 ２ ３ が 、 バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ２ ２ を 外 部 空 間 と し て の ハ ン ド セ ッ
ト ５ の 内 部 空 間 ５ ３ に 音 響 結 合 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ２ （ Ａ ） は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で あ る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ を 断 面 図 で 示 し た 説 明 図 、
同 （ Ｂ ） は そ の レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ の 使 用 状 態 を 断 面 図 で 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ が 図 １ （ Ａ ） で 説 明 し た も の と 異 な る 点 は 、 筐 体 ２ に 取 付 片 ２ ５ が 一
体 に 備 わ っ て い る 点 で あ り 、 こ の も の で は 、 同 （ Ｂ ） の よ う に 、 取 付 片 ２ ５ を 介 し て 筐 体
２ を ハ ン ド セ ッ ト ５ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 そ の 他 の 構 成 は 図 １ （ Ａ ） （ Ｂ ） に つ い
て 既 述 し た と こ ろ と 同 様 で あ る け れ ど も 、 図 ２ （ Ｂ ） で は 、 ハ ン ド セ ッ ト ５ の 内 部 空 間 ５
３ が 、 筐 体 ２ の 下 面 の 下 側 に は 存 在 せ ず 、 筐 体 ２ の 周 囲 に 存 在 し て い る 点 が 、 図 １ （ Ｂ ）
と 相 違 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ３ は さ ら に 他 の 実 施 形 態 の 幾 つ か を 例 示 し た も の で あ り 、 図 ３ （ Ａ ） 、 同 （ Ｂ ） 、 同 （
Ｃ ） の う ち 、 （ Ａ ） （ Ｂ ） は レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ を 前 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 （ Ｃ ） は
レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ を 後 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 こ れ ら の 例 示 は 、 い ず れ も 、 図 １ 又 は
図 ２ で 説 明 し た 筐 体 ２ を 電 気 絶 縁 体 ホ ル ダ ３ に 収 容 し 、 か つ 、 そ の ホ ル ダ ３ を 、 リ ー ク 路
２ ３ を 形 成 し て い る 通 孔 ２ ４ が 貫 通 し て い る と 共 に 、 ホ ル ダ ３ に 、 レ シ ー バ 本 体 に 形 成 さ
れ て い る 音 孔 形 成 領 域 Ｚ を 開 放 す る 開 口 ３ １ が 備 わ っ て い る 。 そ し て 、 図 ３ （ Ａ ） （ Ｃ ）
の 例 示 で は 、 板 ば ね で な る 端 子 １ ２ が ホ ル ダ ３ か ら 突 出 さ れ 、 図 ３ （ Ｂ ） の 例 示 で は 、 コ
イ ル ば ね で な る 端 子 １ ３ を 備 え て い る 。 な お 、 ホ ル ダ ３ に は 、 樹 脂 あ る い は ゴ ム の 成 形 体
を 好 適 に 用 い 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ８ （ Ａ ） は 図 ２ （ Ｂ ） で 説 明 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ が 備 え て い る キ ャ ビ テ ィ 構 造 の 等
価 回 路 表 示 で あ り 、 図 ８ （ Ｂ ） は 図 ４ で 説 明 し た 従 来 の キ ャ ビ テ ィ 構 造 の 等 価 回 路 表 示 で
あ り 、 そ れ ぞ れ の 等 価 回 路 か ら シ ミ ュ レ ー ト し た 周 波 数 特 性 を 表 す 線 図 を 図 ９ に 示 し た 。
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図 ９ に お い て 、 実 線 は 図 ２ （ Ｂ ） で 説 明 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ の キ ャ ビ テ ィ 構 造 、 す な
わ ち 小 容 積 レ シ ー バ ユ ニ ッ ト の 周 波 数 特 性 で あ り 、 破 線 は 図 ４ で 説 明 し た 従 来 の キ ャ ビ テ
ィ 構 造 の 周 波 数 特 性 で あ る 。 こ の 等 価 回 路 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で の 各 パ ラ メ ー タ は 下 記 の 通
り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
記
＜ パ ラ メ ー タ ＞
Ａ ． 本 発 明 の キ ャ ビ テ ィ 構 造 （ 小 容 積 レ シ ー バ ユ ニ ッ ト ）
音 孔 ： １ ～ ０ ． ８ ｍ ｍ
リ ー ク 孔 ： １ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ
バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ （ 筐 体 内 の キ ャ ビ テ ィ ） ： ０ ． ２ ５ ｃ ｃ
外 部 容 積 ： ３ ｃ ｃ
Ｂ ． 従 来 の キ ャ ビ テ ィ 構 造
音 孔 ： １ ～ ０ ． ８ ｍ ｍ
リ ー ク 孔 ： １ ～ ０ ． ８ ｍ ｍ
バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ （ ハ ン ド セ ッ ト の 内 部 空 間 ） ： １ ０ ｃ ｃ
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ９ で 判 る よ う に 、 本 発 明 の キ ャ ビ テ ィ 構 造 の よ う に レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 自 体 が キ ャ ビ テ ィ
構 造 を 備 え て い る と 、 実 線 の よ う に ４ ０ ０ Ｈ ｚ か ら ３ ． ５ ｋ Ｈ ｚ の 範 囲 で ５ ｄ Ｂ 以 内 に 収
ま る よ う な 平 坦 特 性 が 得 ら れ て い る の に 対 し 、 従 来 の キ ャ ビ テ ィ 構 造 で は 、 破 線 の よ う に
３ ０ ０ Ｈ ｚ か ら １ ｋ Ｈ ｚ で 平 坦 特 性 が 得 ら れ る も の の 、 １ ｋ Ｈ ｚ か ら ２ ｋ Ｈ ｚ に か け て １
０ ｄ Ｂ 以 上 の 感 度 低 下 が 見 ら れ る 。 ま た 、 従 来 の キ ャ ビ テ ィ 構 造 で は 、 バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ
の 容 積 が １ ０ ｃ ｃ で あ る の に 対 し 、 本 発 明 に 係 る キ ャ ビ テ ィ 構 造 で は 、 筐 体 内 の バ ッ ク キ
ャ ビ テ ィ 容 積 が ０ ． ２ ５ ｃ ｃ と い う 小 容 積 で あ る 上 、 リ ー ク 路 を 介 し て キ ャ ビ テ ィ に 連 通
さ れ て い る 外 部 空 間 の 容 積 （ 外 部 容 積 ） も ３ ｃ ｃ と い う 小 容 積 で あ る 。 こ の こ と か ら 、 本
発 明 に 係 る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト で は 、 少 な い 容 積 で 平 坦 な 周 波 数 特 性 を 得 ら れ 、 本 発 明 に 係
る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 装 備 し た ハ ン ド セ ッ ト な ど の 携 帯 情 報 端 末 機 器 の 小 形 化 を 達 成 し や
す い と い う こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
次 に 、 図 ４ は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で あ る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ の 使 用 状 態 を 断 面 図 で 示 し
た 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ は 、 レ シ ー バ 本 体 １ と 、 そ の レ シ ー バ 本 体 １ を 収 容 し た 筐 体 ２ と
に よ り 形 成 さ れ て い て 、 レ シ ー バ 本 体 １ の 背 部 の バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ２ ２ に 加 え て 、 レ シ ー
バ 本 体 １ の 前 部 に は フ ロ ン ト キ ャ ビ テ ィ ２ ６ が 位 置 し て い る 。 す な わ ち 、 レ シ ー バ 本 体 １
の 前 面 外 周 部 を 、 前 部 と 背 部 と の 各 キ ャ ビ テ ィ ２ ２ ， ２ ６ を 仕 切 っ て い る 仕 切 り 面 ２ ７ に
重 ね 合 わ せ て 結 合 す る こ と に よ っ て 、 そ の レ シ ー バ 本 体 １ の 前 部 に フ ロ ン ト キ ャ ビ テ ィ ２
６ を 位 置 さ せ 、 そ の 背 部 に バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ２ ２ を 位 置 さ せ て い る 。 そ の 他 の 事 項 は 、 図
１ （ Ａ ） 又 は 同 （ Ｂ ） で 説 明 し た と こ ろ と 同 様 で あ る 。 な お 、 図 ４ に お い て 、 レ シ ー バ ユ
ニ ッ ト Ａ の 筐 体 ２ の 筐 体 壁 に 、 バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ２ ２ を 外 部 空 間 に 音 響 結 合 さ せ る リ ー ク
路 用 の 通 孔 を 形 成 し て も よ い 。 リ ー ク 路 を 形 成 す る 通 孔 の 形 成 箇 所 は 、 筐 体 壁 の ど の 箇 所
で あ っ て も よ い が 、 好 ま し く は 、 こ の レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ を 取 り 付 け る ハ ン ド セ ッ ト な ど
の 携 帯 型 情 報 端 末 機 器 に よ っ て 確 保 さ れ る 内 部 空 間 に 臨 む 箇 所 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ５ は 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 で あ る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ を 断 面 図 で 示 し た 説 明 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ は 、 図 ４ で 説 明 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ の 筐 体 ２ に よ っ て 形 成 さ
れ て い る バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ２ ２ に 共 鳴 構 造 ６ を 付 加 し た も の で あ る 。 図 例 の 共 鳴 構 造 ６ は
、 バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ２ ２ の 内 部 に 隔 壁 ６ １ を 設 け る こ と に よ っ て バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ２ ２ の
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容 積 を 縮 小 す る と 共 に 、 そ の 隔 壁 ６ １ を 介 し て 区 画 形 成 さ れ た 中 空 室 ６ ２ と そ の 隔 壁 ６ １
に 開 設 さ れ た 通 孔 ６ ３ と に よ り 形 成 さ れ て い て 、 通 孔 ６ ３ が 、 縮 小 さ れ た バ ッ ク キ ャ ビ テ
ィ ２ ２ を 中 空 室 ６ ２ に 音 響 結 合 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ６ は 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 で あ る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ を 断 面 図 で 示 し た 説 明 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ は 、 図 ４ で 説 明 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ の 筐 体 ２ に よ っ て 形 成 さ
れ て い る フ ロ ン ト キ ャ ビ テ ィ ２ ６ に 共 鳴 構 造 ７ を 付 加 し た も の で あ る 。 図 例 の 共 鳴 構 造 ７
は 、 フ ロ ン ト キ ャ ビ テ ィ ２ ６ の 周 囲 に 環 状 の 中 空 室 ７ ２ を 区 画 形 成 し 、 そ の 中 空 室 ７ ２ と
フ ロ ン ト キ ャ ビ テ ィ ２ ６ と を 隔 て て い る 隔 壁 ７ １ に 通 孔 ７ ３ を 開 設 し 、 通 孔 ７ ３ が 、 フ ロ
ン ト キ ャ ビ テ ィ ２ ６ を 中 空 室 ７ ２ に 音 響 結 合 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ５ 及 び 図 ６ で 説 明 し た 共 鳴 構 造 ６ ， ７ は 、 通 孔 ６ ３ ， ７ ３ と 中 空 室 ６ ２ ， ７ ２ と で な る
ヘ ル ム ホ ル ツ 型 共 鳴 構 造 で あ る 。 こ の ヘ ル ム ホ ル ツ 型 共 鳴 構 造 を 採 用 す る と 、 通 孔 ６ ３ ，
７ ３ の 大 き さ と 中 空 室 ６ ２ ， ７ ２ の 容 積 と の 関 係 か ら 共 鳴 構 造 ６ ， ７ の 共 振 周 波 数 を 定 め
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
な お 、 図 ５ や 図 ６ で 説 明 し た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ に つ い て も 、 バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ２ ２ を 外
部 空 間 に 音 響 結 合 さ せ る リ ー ク 路 用 の 通 孔 を 形 成 し て お い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 １ ０ は 図 ５ で 説 明 し た 事 例 、 す な わ ち バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ６ ２ に 共 鳴 構 造 ６ が 備 わ っ て い
る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ に つ い て の 等 価 回 路 か ら シ ミ ュ レ ー ト し た 周 波 数 特 性 と 共 鳴 構 造 ６
を 省 略 し た も の の 周 波 数 特 性 を 表 す 線 図 で あ り 、 図 １ １ は 図 ６ で 説 明 し た 事 例 、 す な わ ち
フ ロ ン ト キ ャ ビ テ ィ ２ ６ に 共 鳴 構 造 ７ が 備 わ っ て い る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト Ａ に つ い て の 等 価
回 路 か ら シ ミ ュ レ ー ト し た 周 波 数 特 性 と 共 鳴 構 造 ６ を 省 略 し た も の を 表 す 線 図 で あ り 、 そ
れ ぞ れ 、 実 線 が 共 鳴 構 造 ６ ， ７ を 省 略 し た 場 合 の 周 波 数 特 性 を 表 し 、 破 線 が 共 鳴 構 造 ６ ，
７ を 具 備 さ せ た 場 合 の 周 波 数 特 性 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 １ ０ の よ う に 、 バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ６ ２ に 共 鳴 構 造 ６ が 備 わ っ て い る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト で
は 、 バ ッ ク キ ャ ビ テ ィ ６ ２ が 共 鳴 構 造 を 持 た な い も の に 比 べ 、 １ ｋ Ｈ ｚ か ら ３ ． ５ ｋ Ｈ ｚ
の 範 囲 で 平 坦 な 音 圧 特 性 が 得 ら れ 、 共 鳴 周 波 数 近 傍 に ピ ー ク を 持 つ 音 圧 特 性 が 得 ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 図 １ １ の よ う に 、 フ ロ ン ト キ ャ ビ テ ィ ７ ２ に 共 鳴 構 造 ７ が 備 わ っ て い る レ シ ー バ ユ
ニ ッ ト で は 、 フ ロ ン ト キ ャ ビ テ ィ ７ ２ が 共 鳴 構 造 を 持 た な い も の に 比 べ 、 ７ ０ ０ Ｈ ｚ か ら
３ ． ５ ｋ Ｈ ｚ の 範 囲 で 平 坦 な 音 圧 特 性 が 得 ら れ 、 共 鳴 周 波 数 近 傍 に デ ィ ッ プ を 持 つ 音 圧 特
性 が 得 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 レ シ ー バ ユ ニ ッ ト 自 体 に 音 圧 特 性 を 平 坦 化 す る た め の キ
ャ ビ テ ィ 構 造 を 備 え さ せ た り 、 レ シ ー バ ユ ニ ッ ト の キ ャ ビ テ ィ を ハ ン ド セ ッ ト な ど の 機 器
側 の 内 部 空 間 に リ ー ク 路 で 音 響 的 に 連 通 さ せ て 音 圧 特 性 を 改 善 し た り す る こ と が で き る 。
そ の た め 、 レ シ ー バ 本 体 の 仕 様 を 変 更 し て も ハ ン ド セ ッ ト な ど の 機 器 を 設 計 変 更 す る 必 要
が な く な り 、 し か も 、 取 付 け の た め の 占 有 容 積 が 小 さ く て 済 む の で ハ ン ド セ ッ ト な ど の 機
器 の 小 形 化 を 達 成 し や す く な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
特 に 、 レ シ ー バ ユ ニ ッ ト の 前 部 や 背 部 に 設 け た キ ャ ビ テ ィ に 共 鳴 構 造 を 付 加 し た も の で は
、 そ の 共 鳴 周 波 数 近 傍 に ピ ー ク を 持 つ 音 圧 特 性 を 得 た り 、 そ の 共 鳴 周 波 数 近 傍 に デ ィ ッ プ
を 持 つ 音 圧 特 性 を 得 た り す る こ と が 可 能 に な り 、 さ ら に 、 共 鳴 構 造 を 利 用 し て 平 坦 な 周 波
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数 特 性 を 得 た り す る こ と が 可 能 に な る と い う 効 果 の ほ か 、 共 鳴 構 造 の 共 振 周 波 数 の 設 計 自
由 度 に 優 れ た レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
と こ ろ で 、 レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を ハ ン ド セ ッ ト な ど の 機 器 に 取 り 付 け る 際 に は 、 レ シ ー バ ユ
ニ ッ ト の キ ャ ビ テ ィ に リ ー ク 路 を 介 し て 連 通 す る 外 部 空 間 が 、 そ の レ シ ー バ ユ ニ ッ ト の 取
付 対 象 で あ る 機 器 に あ ら か じ め 明 示 的 に 確 保 さ れ て い る 場 合 と 、 明 示 的 に 確 保 さ れ て い な
い 場 合 と が あ る け れ ど も 、 明 示 的 に 確 保 さ れ て い な い 場 合 に は 、 筐 体 壁 の 通 孔 の 形 成 箇 所
を 、 機 器 に 確 保 し 得 る 内 部 空 間 （ キ ャ ビ テ ィ に 対 す る 外 部 空 間 ） に 臨 む よ う に 選 択 す る だ
け で 、 外 部 空 間 を 容 易 に 確 保 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 断 面 図 で 示 し た 説 明 図 、 （
Ｂ ） は そ の レ シ ー バ ユ ニ ッ ト の 使 用 状 態 を 断 面 図 で 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で あ る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 断 面 図 で 示 し た 説 明 図
、 （ Ｂ ） は そ の レ シ ー バ ユ ニ ッ ト の 使 用 状 態 を 断 面 図 で 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） は さ ら に 他 の 実 施 形 態 の レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 前 側 か ら 見 た 斜 視 図 、 （ Ｂ ）
は さ ら に 他 の 実 施 形 態 の レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 前 側 か ら 見 た 斜 視 図 、 （ Ｃ ） は レ シ ー バ ユ ニ
ッ ト を 後 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で あ る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト の 使 用 状 態 を 断 面 図 で 示 し た 説 明
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 で あ る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 断 面 図 で 示 し た 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 で あ る レ シ ー バ ユ ニ ッ ト を 断 面 図 で 示 し た 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 の キ ャ ビ テ ィ 構 造 の 等 価 回 路 表 示 、 （ Ｂ ） は 従 来 の キ ャ ビ テ ィ 構
造 の 等 価 回 路 表 示 で あ る 。
【 図 ９ 】 等 価 回 路 か ら シ ミ ュ レ ー ト し た 周 波 数 特 性 を 表 す 線 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 共 鳴 構 造 の 有 無 に よ る 作 用 の 相 違 を 示 し た 周 波 数 特 性 を 表 す 線 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 他 の 事 例 に よ る 共 鳴 構 造 の 有 無 に よ る 作 用 の 相 違 を 示 し た 周 波 数 特 性 を 表 す 線
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
Ａ 　 レ シ ー バ ユ ニ ッ ト
１ 　 レ シ ー バ 本 体
２ 　 筐 体
３ 　 電 気 絶 縁 体 ホ ル ダ
５ 　 携 帯 型 情 報 端 末 機 器 の ハ ン ド セ ッ ト
６ ， ７ 　 共 鳴 構 造
２ ２ 　 キ ャ ビ テ ィ
２ ３ 　 リ ー ク 路
２ ４ 　 通 孔
２ ５ 　 取 付 片
３ １ 　 開 口
５ ３ 　 機 器 の 内 部 空 間 （ キ ャ ビ テ ィ に 対 す る 外 部 空 間 ）
６ ２ 　 中 空 室
６ ３ 　 通 孔
Ｚ 　 音 孔 形 成 領 域
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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